俺と水分といつきと比礼
　
　
龍之介＃３２
　
　
　確認しよう。
　
　夕飯の後、俺は居間でお茶を飲んだ。のんびりとテレビを見ながら湯飲みに二杯。
　寝る前にトイレには……行った。間違いない。
　今朝、ランニングから戻ってきた時に水をコップ一杯。朝食を摂りながら牛乳を一瓶。
　トイレには……起きた直後に行っている。間違いない。
　
　であるからして、排尿のサイクルというものを考えると、今俺の膀胱で「出すべきである」という指令を発している水分は、朝に摂った水と牛乳であると推測される。まだ夏と言うほど暑くもなっておらず、汗はそれほどかいてない。体内に吸収された以外、摂取した水分はあまり減っていないことになる。だから、その指令は至極妥当であって、これを無視して先送りすることは得策ではない。
　じゃあ、とっととトイレに行けばいいじゃねえかって？　それはそうなんだがな……
　
　
　
　その十分ほど前。
　
　昼休み終了の予鈴が鳴ろうかというタイミングで、学食に集っていたメンバーは解散。それぞれの教室に戻り始めた。
　俺も同級のいつきと連れ立って自分の教室へと歩いていたのだが、その途中でふと尿意を覚えてトイレに立ち寄ったのだ。いつきも同じだったのか、示し合わせたわけでもなく、同じタイミングで廊下の角を折れた。そして俺は男子トイレの扉を視野に入れながら歩いて行った。
　
　が。
　
　右腕に何かが引っかかったような抵抗を感じ、歩みを止められる。そう、それは誰かに腕を引っ張られている感覚にも似て……
「あ」
　同じように左腕を伸ばしたいつきも同じ言葉を発していた。
　
　そういえば、比礼でつながっていたんだった……
　
　
　　　＊　＊　＊
　
　
　で、この状況をどうするか、ということに今考えを巡らせているわけだ。
「困ったな」
「困ったわね」
　そんな無意味な会話を交わしつつ、案を一つ二つと脳内で挙げていく。
　
　比礼を切る……ことは出来ないのは朝の時点で確証済みだ。真っ先に浮かんでくるが即刻却下する。
　我慢する。という案もなくはないが、一日だけなら何とかなるだろうが、三日もこの状態が続くのだ。いつか必ず出すべきものを出さなくてはならない時が訪れる。今ここで我慢してもただ問題を先送りするだけだ。意味がない。却下。
　校長に頼み込んで、せめて一メートルくらい、俺といつきの間が離れられるように出来はしないだろうか。それならば、片方がトイレに入り、もう片方は廊下で待つ、という手が採れる。悪くはない……が、それが出来るのなら最初からしているだろう。多分無理だ。却下。
　駄目だ。もうどうしても良案が浮かばない。こうなったら、腹をくくるしかない。
「いつき……」
　俺と同じく難しい顔をしている彼女に顔を向ける。
「弟……」
　いつきもまた、何かを決心したように、しっかりと頷いた。
　
　
「……で、これこれこういう事情でですね」
　昼休み明け、五限目の授業は丁度いいというか何というか、深吉野先生の古典だった。俺といつきは徐々に切迫しつつある尿意をその下腹部に宿しながら、先生の前に並んで事情を説明していた。
「あー、まー、うん……しょうがない。行ってこい」
　気の毒そうな顔の先生に一礼し、授業が始まったばかりの教室から廊下に出る。
「どっちから先に行く？」
　早足で歩きながら、いつきに尋ねる。
「わ、私は……まだ……大丈夫、だから。弟が先に……」
　心なしか、声が震えているようにも聞こえる。我慢しているのか、あるいはこれから行われることに対する不安や恥じらいなのか。
「大丈夫なのか？　この手の我慢は男の方が出来るって話だし、やっぱりいつきが先に……」
　俺に遠慮して我慢した結果、最悪の事態になってしまったら元も子もない。やはりここは生物学的に排尿を我慢できる男の方を後に……
「大丈夫！　大丈夫だからっ！」
　かぶりを振ったり大きく頷いたりして、いつきは大丈夫であることをアピールしてくる。
「今朝はお茶を一杯飲んだだけだし、平気平気。だから、弟が先に」
　無人の廊下に、いつきの声が響く。
「まあ、そこまで言うんだったら……」
　頷き、俺が先に済ますことにする。
「よし」
　そして今、比礼によってつながれた俺といつきは、『男子トイレ』というプレートがかかった水色のドアの前に立った。
　
　
　　　＊　＊　＊
　
　
　確認しておこう。
　
　夕飯の後、私は居間で紅茶を飲んでいた。珍しくスセリがケーキを買ってきたから、一緒に食べていたのだ。
　それから、寝る前にトイレを済ませて、
　朝に味噌汁を一杯。時間があったから、その後で本を読みながらお茶を湯飲みに一杯。
　家を出る前にトイレに行って、登校した。
　そして、昼休み。まだ我慢が出来る状態だったけど、軽くもよおしたので授業が始まる前にトイレに行こうと思い立った。弟も同じ事を考えていたのか、歩く方向が一緒だ。ちょっと恥ずかしいけど、だからといって、歩幅を変えてタイミングをずらしたり、次の休み時間まで待つ、というほどでもない。しょっちゅう一緒にいるのだからそれくらい……
　と、そんなことを考えながら女子トイレに足を向けたその瞬間、
「あ」
　思い出したのだ。私と弟が比礼でつながっていたことを。
　
　短い時間で協議した結果、仕方なく一つの結論に達し、担任である深吉野先生に許可を貰って退出。そして今、私は朝に飲んだ味噌汁とお茶を下腹部に抱きながら、男子トイレのドアの前に立っている。
　
　
「っし、行くぞ！」
　一歩踏み出す。
　私達が出した結論。それは、『一緒に入る』ことだった。離れられないのだったら、つながったまま済ませるしかない。他に手はないのだ。もちろん、他の生徒がいる間は無理だ。だから、こうして授業中に行かせてもらっている。
「手早く済ませるから。男子トイレだから臭いかも知れないが、少しの間我慢してくれ」
　取っ手に手をかけながら、弟が言う。
「トイレの匂いなんて、女子も男子も基本一緒でしょ？　気にしないから、大丈夫」
　そうは言いつつも、男子トイレになんか入ったこともない。どうなんだろう。もしかしたら本当に得体の知れない匂いとかがこもっていたりするんだろうか。
　キィッ
　という金属のこすれる音がして、白い壁に覆われた世界が開けていく。思わず、息を止めてしまう。
「っし！」
　一番手前の小便器の前に、弟が立つ。
「み、見ないでくれよな」
「う、うんっ！」
　慌てて、つながった左腕を支点にして体を回し、弟と背中合わせになる。小さく、ほんのかすかに鼻腔から空気を取り込んでみる。
（あ……）
　申し訳程度の芳香剤。その間を縫う、ほんのかすかな刺激臭。換気扇の回る低い音。よく見知った女子トイレとさほど変わらない空間がそこにあった。
「んっ……よっ……と！」
　背中からは、弟が左手一本で用を足そうとしている気配がする。ジッパーを下ろす音、衣擦れの音、そして、水の弾ける音が続く。
　聞き慣れた自分の音よりも、軽くて小さい感じ。そうか、直接陶器に当たるからだ。水が張られていないからね。
（あ……やだ……）
　音を聞いていたからだろう。さっきまで問題なく我慢できるはずだった尿意が急に主張を強めてくる。足が少し震える。さっき、嘘つかずに先に私がした方がよかったかな、という思いが湧いてくる。でも、あの時点では心構えが出来ていなかった。だから、弟に先にしてもらって、その間に腹をくくる、そう考えたのだ。
（早く……終わって！）
　目をきつくつぶる。じっと立ってなきゃいけないのがこんなにも辛いなんて……
「よし、終わり！」
　いつしか水音は止まっていて、ジッパーを上げる音が小気味よく二人きりのトイレに響く。
　
（いよいよ……私の、番……）
　歩き出すと、尿意はすっと奥に引っ込んだ。手早く手を洗う弟に続いて、廊下に出る。
　気付かれないように深呼吸して、気持ちを落ち着ける。向かう先は、隣のピンク色のドア。
　ためらいがちに歩く弟を引っ張るように、私は『女子トイレ』というプレートのついたドアを押し開いた。
　
　
　　　＊　＊　＊
　
　
　緊張で胸の鼓動が早くなる。
　今まで一度たりとて足を踏み入れたことがない、学園内の聖域。薄桃色の扉の先にある、禁断の花園。女子トイレ。
　ゴクリと、唾を飲み込む。自然と、足はそのドアの前で止まってしまっていた。
「弟？」
　ごく自然とドアを押し開こうとしていたいつきが、左手を引っ張られる感覚に振り向く。
「やっぱり……なんだ、その……抵抗、あるな」
　ほんの数センチだけ開かれたドアの先に見える、個室のドアと白い壁。そこだけ見ると、見慣れた男子トイレと何ら変わらない光景だ。だが、足を踏み入れてはならない、踏み入れたら人生が終わる、そんな雰囲気がその隙間から漏れ出している。
「もう……こうなったんだから腹くくりなさい。男でしょ！　北里颯太！」
「っしゃ！」
　いや、男だから入るのを躊躇っているんだが、という思いもあるが、発破をかけられると応えてしまうのもまた男ってもんだ。
　気を引き締め、いつきに続く。
「あんまりキョロキョロしちゃダメよ」
　そう言われるが、思わず一瞬見渡してしまう。造りは男子トイレと大して変わらない。壁の色も、個室の数も同じだ。ただ、男子用の小便器がなく、壁の鏡と手洗い場が少し多い程度だ。
　いつきは、一番手前の個室に入ろうとしていた。
「ちょっとそこに立ってて」
　ドアを開き、いつきが中に入る。和式の便器は、壁に向かって真っ直ぐ、要するに、ドアに向かって背を向けて用を足すように備え付けられていた。これもまた男子トイレと同じ構造だった。その便器をまたいで立ついつきの足の先、壁とついたてで作られたコーナーに、白いプラスチック製の、小さなゴミ箱のような物が置かれている。黒いビニール袋の先がその蓋からはみ出ている。
「見ないの！」
「す、すまん！」
　俺の視線に気付いたのか、いつきにたしなめられる。
「う～ん……」
　左手を後方に伸ばし、個室の中央よりややドア寄りに立ついつきは困ったような声を出した。
「どうした？」
　中々行動に移らないいつきに尋ねる。
「……届かない」
「ん？」
　発せられた言葉の意味を捉えられず、聞き返す。
「ドアを腕一本ぐらいの隙間を残して閉めて、いけるかと思ったんだけど、無理みたいね」
　そう言われて、いつきと俺の立ち位置を確認する。いつきの内履きは便器の終端部。俺の足は個室の中に入るか入らないか、という位置だ。お互い、手は伸ばしている。いつきが用を足すために個室の中央部に足を進めれば、自然と俺の体も中に入ってしまうだろう。
　いつきがしゃがむのに合わせて俺もかがんで、それでもギリギリ何とかなるかどうか、という距離だ。でもその場合、いつきは上半身を後方にひねる形になる。さすがにそれは危なっかしい。
「何でこう無駄に広いのよ、このトイレ！」
　様々な方法を考慮したであろういつきは、最後にそう悪態をつき、俺を個室に入れることにしたのだった。
　
　
「いい？　聞き耳立てないでよ？　それと、片方の耳はふさぐ！　それと、何があっても振り向いちゃダメ！」
　いつきと背中合わせに女子トイレの個室に入る。目の前には閉められたドア。背後から聞こえてくるいつきの声は『無駄に広い』個室に反響する。
「お、おう」
　言われた通り、空いている左手で耳を覆う。「ぼおぉっ」というくぐもった音の膜が左耳を包み、
（う……）
　片方を遮断したからだろうか、右耳から聞こえてくる音がふっと鮮明になる。聞こえないように、聞かないようにと意識すればするほど、音はよりクリアに、より大きく聞こえてくる。
　ササッ
（ス、スカートの音……）
　右手だけで排尿の準備をするいつきの動作が音によって脳内に像を結び始める。
　サッ、サッ
　下着を下ろすのにも、両側を一度にやることが出来ない。右を少し、左を少し、とやっていかなくてはならない。その度に、中に手を潜り込ませる音、スカートのプリーツが肌を滑る音、そして、時折漏れる「んっ」というくぐもった声が耳に届く。
「んっ……しょ」
　何度か繰り返された衣擦れの音が止むと、右腕を軽く引っ張られる感覚がする。
（しゃ、しゃがんだ……）
　その力に逆らわず、ちょっと上半身をひねり、右腕を伸ばす。
（あ……）
　開いている右耳のその鼓膜が、いつきの方を向く。横目に飛び込んできた彼女の背中に驚いて、慌てて目をつぶる。
（やば……）
　視界を閉じることによって、更に耳の感度が増す。いつきが今どういう姿勢で何をしようとしているかが、暗いまぶたの裏に浮かび上がるようだった。
　耳の奥から、「ピシャァァァッ」という水音が予聴となって聞こえてくる。
（いよいよ……いつきが……）
　そして聞こえてくるのは、いつきが手を伸ばす衣擦れの音。貯水タンクに付けられたレバーがカチャッと鳴る。
　ジャーーー
　聞こえてきたのは、水を流す音。
（そ……そうだよな。女の子って、音消しするんだった……何期待してんだ、俺って馬鹿はっ！）
　自分自身を叱責する俺の横を、水流が流れていく。
（これなら、音も聞こえねぇな……）
　ちょっと安心した俺の意識の底で、かすかな風がそよぐ。
（……ん？）
　それは、川の流れに乗る木の葉のような、いつきの溜め息。
（そう……これならいつきも安心するよな）
　ここに至るまでのいつきの緊張や不安が、その溜め息によって吐き出されているようだ。
（……え？）
　いつきの溜め息に耳と意識を傾けたのがいけなかったのだろうか。次の瞬間、鼓膜が拾い上げたのは……その川を叩く雨音だった。
（き……聞こえてしまった……）
　意識して聞こうとしたわけではない。だが、一度意識してしまうとそれは確かな音となって俺の耳から脳へと届く。
（いつきが……おしっこを……）
　初めて聞く、女の子が放尿する音。心臓がバクバクと暴れ出して止まらない。
「ふ～～」
　聞こえてないだろうという安心感と、我慢した末に用を足すことが出来た解放感によるせいだろうか、いつきが溜め息を漏らす。その音もはっきりと聞き取れてしまう。
　
　やがて、『小』で流した水はその規定量を吐き出し終え、徐々に個室の中が静かになってくる。
　ピチャッ、パチャッ
（う……）
　水が流れ終わり、便器の底にわずかに残った川面を叩く雨の音が、はっきりと聞こえるようになる。
「や……ぃゃぁ……」
　チョロッ、チョロロロロロ………
　我慢していたのだろうか。いつきの放尿は音消しの水が流れ終えてもまだ続いていた。
　頬が熱くなる。いつきもまた、同じだろう。
　ピチャッ……ピッ……ピッ……
　雫の落ちる軽やかな音が聞こえ、個室の中に静寂が訪れる。
「……………」
「……………」
　数秒間、沈黙が俺といつきの間に下りる。おしっこの音を聞いてしまった、聞かれてしまった。俺もいつきも言葉を発することが出来ず、また、動きも取れないでいた。
　
　
　カランッ
　思い出したように、金属音が鳴る。続いて、紙を手繰る乾いた音と、ミシン目を切る、小気味いい音。
（そっか……女の子ってアソコ拭……）
　脳裏に浮かんだ光景を、背後から聞こえる音が補完していく。スカートをめくる音、そして……肌を紙でこす……
（うっ！）
　頬を染めた血液が、その勢いのまま下腹部に向かって流れていく。
（やばっ、やばいって……想像するな、俺！）
　悪いことに、いつきはもう一回その動作を繰り返す。紙と肌が触れる乾いた音が何百杯にも増幅されて鼓膜を震わせているかのようだ。
（し、静まってくれ！ ……）
　そう願っても、意のままにならない所が愚息の『愚』である由縁だ。
　
　やがて、再び勢いよく水が流れる音。
「……終わったわ」
　いつきのちゃんとした言葉をずいぶん久し振りに聞くような気がする。たかだか数分間のことだというのに。
「……そ、そうか」
　どことなく気まずい雰囲気を背負いながら、俺といつきは女子トイレを後にした。
　
　
　その後、俺はいつきの前を歩き続け、教室に着くまでの間、そのポジションを譲ろうとしなかった。
　
　

　
　
　おまけ
　
　
　一緒に女子トイレに入ることになったいつきと颯太。
　個室に入り、彼女は彼と向かい合う。
「弟……その……」
　いつきの頬が赤く染まる。言い出そうと何度も口を開きかけては閉じる。
「どうした、いつき？」
　優しいが察しの悪い颯太は心配するような口調でいつきに問い掛ける。
「あ、あの……」
　言い淀むいつきが一瞬体をぶるっと震わすと、小さな声で颯太に告げる。
「下着……片手だと下ろせないの……だから……」
　颯太の目を見ることが出来ず、俯きながら言葉を絞り出すいつき。
「う……うう、おう……分かった」
　自由になる右手を自らのスカートの中に潜り込ませ、もう片方の、比礼とつながった左手を颯太の右手もろとも同じように秘密の暗がりへと招き入れる。
　
　
　颯太は、興奮していた。
　今まで触れたことのない、女子のスカート。その感触を手の甲で感じながら、自分の意志ではないとは言え、その中に突っ込んでいるのだ。彼の意識は否が応でも右手に集中してしまう。
　いつきは両手で下着の端をつまみ、そろそろと下ろしていく。足を開かないようにという意識が両膝を擦り合わせ、前屈みになるにつれ、内股でお尻を突き出すような姿勢になっていく。
　その、いかにも女の子らしい仕草に、颯太は更に胸が高鳴っていく。そして彼もまた、彼女の顔を正視できずに俯いてしまう。
　
　次の瞬間、彼の目はある物を捉えてしまう。
　膝の上辺りにまで下ろされた、白い下着。それと……その中央部に見える、数センチのスジ状のグレー。
（え……染み？　まさかいつき、我慢しすぎてちょっと、お漏……）
「ち、違うのっ！」
　
　
　いつきは叫んでいた。個室内はおろか、女子トイレ全体に彼女の声が響く。
「違うのっ！　これは、お……おし……っこじゃ……なくて……」
　声がトーンダウンしていく。それは本当におしっこではなかった。でも、本当のことを言うのも躊躇われる。
（弟は優しい。きっと誰にも言わないでいてくれる。……でも、ほんのちょっぴりとは言え、お漏らししただなんて思われたくない……）
　颯太の視線を追う。目は白い布地に囚われてしまったかのようにぴくりともしない。
「こ……これは……違……う、液体……なの」
　頬から発生した熱が顔全体に広がっていくのを感じる。熱くてのぼせてしまいそうだ。
　そう、彼女は個室トイレに二人きりという状況、異性の前で下着を下ろすという行為、その際に太ももに触れた颯太の指先、それらによってほんのかすかではあるが、濡れてしまっていたのだ。
「違う……液……体……」
　下着のシミから目を話すことなく、颯太がいつきの言葉を反芻する。
「……！」
　断線していた回路が何かの弾みでつながったかのように、颯太の目が見開かれる。
　
　
　
「そして、その液体の正体を知ってしまった颯太がいつきを壁に押しつけ、二人は女子トイレの個室で初めてを迎えて更にその行為の最中に膀胱やＧスポットを刺激されたいつきは彼の前でお漏らしをキャーーーーーーーーッ！」
　米望ひなたはただ立ち尽くしていた。眼下には、園芸部部室、兼自室の布団の上で妄想にのたうち転げ回る豊草イナリの姿。
「先輩……」
　用事があって呼びに来たらこの有様だ。呆れ果てて何も言う気にならない。
「すみませんねぇ。ご主人、この間買ったラブコメっぽいマンガの中身が結構アブノーマルだったらしくて、想像が変な方向にたくましくなっちゃう悪癖が……」
　孤太郎が申し訳なさそうに説明する。
「はぁ……」
「今日もですね、比礼でつながってしまったいつき様と颯太様はどうやって用を足すのかなぁ、なんてご自分で呟いた途端、妄想が突拍子もない所にまで飛んでいってしまって……」
　ひなたがクルッと背を向ける。
「放っておきましょう」
　何事もなかったように、ひなたは部室を後にした。
　
平成二十三年一月十六日
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